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発足に至るまでの背景

改善しないこどもの朝食の喫食率

※アンケート自体のバイアスは考慮必要

ふるさとである三浦市に貢献できるライフワークを考える中で、目の当たりにした現状・・・

■こども食堂の箇所数
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■朝食を毎日食べる児童の割合

※三浦食育推進計画（2018年）での数値をもとにグラフを作成 ※NPO法人全国こども食堂支援センターむすびえ「全国箇所数調査2021」より

行政の成果指標（90％）

三浦市におけるこども食堂の箇所数は０
※10月に三浦ロータリークラブさんがスポット実施

ゼロ

他にも、児童館の廃止、子ども会の解散など…こども食堂という場づくりに可能性を感じる



コンセプトづくりの過程でわかったこと

こども食堂が持つ根深い「貧困対策」としての潜在的なイメージ

※第66巻 日本公衛誌 第 9 号 小・中学生の保護者を対象とした「子ども食堂」に関するインターネット調査（2019）より

貧困対策としても重要な役割を持ちながらも、
ネガティブなイメージのままでは本当に必要なこども達に届かないリスク有



私たちが大切にしたいこと
ネガティブイメージを払拭するためのコンセプトは様々・・・

「貧困対策」ではなく「多世代交流の促進」であること、「地域コミュニティの場づくり」であること、etc.

私たちがコアコンセプトにしたのは、食育推進という観点でした。

深瀬農園

みうらっこ食堂 副代表

深瀬 章平

■食育基本法の存在

（前文より抜粋）

“子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、

生きる力を身に付けていくためには、
何よりも「食」が重要である。 ”

【制定の背景にある課題】

食を大切にする心の欠如、肥満や生活習慣病の増加、
過度な瘦身思考の蔓延、食の安全性の確保、
食の輸入依存、伝統ある食文化の喪失、etc.

やまさ園

三浦大根普及の第一人者

吉田 和子 さん

■地元生産者の思い

親の経済状況に関わらず、

すべてのこどもに必要な観点であること

三浦という場所が、

食育を行うためには最高の環境であること

ふかせ しょうへい

よしだ ともこ



団体を設立してからの苦難

実施場所（ハコ）の問題 ヒト・モノ・カネ・情報の問題

【間借り営業のハードル】

営業許可をとっている施設の使用が困難

※当初の計画（障がい者自立支援施設活用）が頓挫

【公共スペースの活用のハードル】

・アクセス（こどもが一人で来れる場所）の難しさ

・旧児童館の防火性、責任の所在の不明確さ

・既存のコミュニティ（こども会等）との兼ね合い

契約面・心象面の課題を払拭すべく、

NPO法人化を決意

【ヒト】

企画から積極的に携わってくれる人員の必要性

【モノ】

調理機材や食器の物品の用意

【カネ】

会場費、食材費、機材代、倉庫代、etc.

【情報】

何から手を付けていいのかわからない・・・

広報活動の大変さ

持続可能性とより効果的な活動のために、

これからも考え続けなければならないこと



初イベントの実施について（11/5）①

• 三浦でとれた旬食材を美味しく食べてもらう

• 料理の楽しさを伝えるため、一緒に作るスタイルで

• 持ち帰り用の分も作って家族にも食べてもらえる工夫

• 県立保健福祉大にレシピ監修を依頼

• ボランティアは県大生、地元のおばちゃん

※実際の告示ポスター
ポイント

↓平日の授業終了後、レシピづくりに取り組んでくださった田中ゼミ＆樋口ゼミの皆様

←三浦市民交流センターニナイテの掲示コーナー

おかげさまで満員御礼となりました！



初イベントの実施について（11/5）②
当日の様子写真 保護者向け事後アンケートの声

こども達の反応に大きな手応え

作ること、食べることの根源的な喜び



動いていること、実現したいこと

・『NPO法人 みうらっこ』（“食堂”除外）

・年内の申請完了を目指して準備中

・役員の人選完了（理事6名、監査1名）

・よこすか三浦こども食堂NWへの加入

・公共スペースの時間借りでは居場所にならない

・間借り営業の再交渉？（対保健所）

・空き家、未使用住宅の活用？

・賃貸契約？（家賃はどうする？）

NPO法人化

こども食堂運営以外のアプローチ朝食対応（週1回程度）

・3食の中でも朝食がもつ重要性

・安全の担保等、学校との連携必須

・キッチンカーや校舎活用のスキーム模索

・校舎活用で朝食提供を行う自治体への視察

・みうらっこ農園の運営

・無償での学習支援

・三浦の歴史を体験型で学べるプログラム

・ビジネスモデル構築（継続的な活動のため）

常設型なこども食堂の会場選定

あくまで理想にはなりますが、組織を強化しながら三浦のこどもたちのために動いていきます



次回のイベント予定

• 初のこども食堂形式での運営

• 親子での参加前提（アクセスの観点から）

• 三浦産の食材をたっぷり使用

• 給食形式で配膳

• みんなでいただきます

※チラシ暫定案

ポイントと狙い

ご清聴ありがとうございました

忌憚のないご意見やご助言いただけると幸いです

※コロナの状況を鑑み臨機応変な対応が必要


